
１．事業目的 ４．事業実施による効果（評価・貢献度等）

２．事業実施体制

３．事業実施概要

　公募型助成事業の一環として、北陸地域の社会資本整備に係る地域づくり、
産業振興、建設技術等に関する課題の解決に向けた技術開発、調査研究を行
う研究グループを支援し、地域のさらなる活性化と振興を図る。

【共同研究１】継続
　メンテナンス技術者育成のためのコンテンツの開発と導入および
　遠隔講習の試行
　　代表者：佐伯 竜彦（新潟大学 工学部 教授）
【共同研究２】新規
　黒部川高水敷樹林の資源化による持続可能な脱炭素化とレジリエンス向上
　　代表者：上坂 博亨（富山国際大学現代社会学部 教授）
【共同研究３】令和2年度（第25回）研究助成事業未実施分
　観測に基づく局所的な土砂災害危険度情報とその防災教育への活用
　　代表者：宮田 秀介（京都大学 防災研究所 准教授／穂高砂防観測所）

【共同研究１】
　近年、社会資本施設の維持管理を担当する技術者不足が大きな問題となっ
ているため、地域の教育機関（МE新潟）と協力して技術者教育のメニューや遠
隔講習の開発を実施した。
【共同研究２】
　黒部川流下域において、治水の阻害となるため伐採される河川敷樹林に着
目し、脱炭素社会の実現に向けた伐採樹林を活用したバイオマス発電のため
の調査研究を実施した。
【共同研究３】
　土砂災害の危険性が高い地域に立地する岐阜県高山市栃尾小学校生徒を
対象に、リアルタイムに地域の雨量、湧水量などの情報を知らせる仕組みを構
築し、生徒が情報から危険性を読み取る力を得るとともに、情報から避難の必
要性を判断し、避難する力を養う、防災教育授業を1回実施した。

　社会資本施設維持管理の技術者育成のための講習会のメニュー開発は、北陸
地方の社会資本長寿命化と安心・安全に貢献する取り組みである。　河川敷の伐
採樹林の再生可能エネルギー活用は、SＤＧｓのカーボンニュートラルの取り組み
として、また、全国の河川敷伐採樹林活用のモデルケースとなりうるものであると
期待できる。　土砂災害の危険性が高い地域の小学校生徒を対象とした防災教
育の実践は、地域住民が危険を察知し、避難する行動力を養う取り組みである。
３つの研究とも成果が地域の活性化に寄与し、モデルケースとなりうるものである
と期待できる。
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